                    日本電子出版協会
          平成２２年度 第２５回通常総会議事録

1． 開催日時・場所    平成２２年２月２６日(金)午後４時より

                      日本教育会館９階 飛鳥の間
                      （東京都千代田区一ツ橋２-６-２）

２．開会のあいさつ    梅津副会長

3． 定足数の確認　　　萩原専務理事
· 議決権を持つ会員社総数（平成２２年２月２６日現在）　　９３社

· 出席会員社数（代理出席含む）                  　　　　４３社

・委任状による出席会員社数                     　　　　 １２社 
            合      計                                　　　　５５社

４．議長の選出 

      日本電子出版協会規約第３章第１１条の規定により関戸会長が議長となり、上記の通り

    出席数（議決権数）が定足数を充足しており総会が有効に成立している旨を宣し、議案の
　　審議に入った。
5． 議事録署名人の選出
      議長は、本総会の議事録署名人の申し出を議場に諮ったが申し出が無く、議長一任と
なったので、議長は下記の２名を指名し、総会はこれを承認した。

                        生駒 大壱氏 ：（株）旺文社
                        岡山 将也氏 ：（株）日立コンサルティング
６．議  題
1） 平成２１年度事業報告および収支決算案承認の件          

      議長より【資料１】に基づき、平成２１年度における会員の概況、事業の概況および成果、活動記録の報告があった。定例会・セミナー開催実績ならびに専門・研究委員会の活動実績等の詳細については、各委員長より報告があった。
　　次いで三瓶事務局長より【資料２】に基づき、平成２１年度貸借対照表、正味財産増減計算書、事業費及び管理費について報告があった。　続いて長谷川監事より、「会務の執行は当協会の規約に従い総会並びに役員会の決議に基づき誠実に行われており、また上記の一般会計はいずれも適正に処理されており、各決算報告書は協会の収支及び財産の状況を正しく示していると認める。」と監査結果の報告があった。　議長は、本議案の賛否を議場に諮ったところ、満場異議なく原案通り可決承認された。

２）一般社団法人化の件
　　　三瓶事務局長より【資料３】に基づき、一般社団法人日本電子出版協会定款案について説明があった。議長が本議案の賛否を議場に諮ったところ、満場異議なく原案通り可決承認された。
３）平成２２年度事業計画案および収支予算案承認の件                

    　関戸会長より【資料４】に基づく平成２２年度事業計画案について簡単な説明があり、定例会ならびに専門・研究委員会の活動計画の詳細については、事前に資料は配布されているとし、報告は割愛した。三瓶事務局長より【資料５】に基づき、平成２２年度収支予算案について説明があった。
議長が本議案の賛否を議場に諮ったところ、満場異議なく原案通り可決承認された。

４）報告事項

　　平成２２年度役員
関戸会長より【資料６】に基づき、平成２２年度役員の説明があった。

委員会組織の変更の件

　　　関戸会長より【資料７】に基づき、委員会組織を変更して「プラットホーム研究委員会」の新設について説明があった。
委員会委員長委嘱の件                                                  

    　関戸会長より【資料８】に基づき、総務委員会委員長を坂本 尚氏、定例会運営委員会委員長を梅津幸一氏、広報委員会委員長を下川和男氏、著作権委員会委員長を清水隆氏、デジタル情報ビジネス研究委員会委員長を岡山将也氏、次世代辞書研究委員会委員長を高野郁子氏、クロスメディア委員会委員長を池田敬二氏、電子図書館委員会委員長を金原俊氏、プラットホーム研究委員会委員長を下川和男氏の各氏に委嘱したところ、全員の就任承諾が得られた旨の報告があった。

  以上により議題および報告を全て終了したので、議長は午後４時４０分閉会を宣した。
７．開会のあいさつ    高野副会長

        議事録署名
生駒 大壱　 ㊞　　

                        　　　　　岡山 将也　 ㊞   
